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ある′水晶振戴いJよ∴象限表面に付着Lた物質量に比  
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動子によるにおいセンサ（2ノキjカ∵スセンサ 
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センサ瞳物質を揮発性有機藩沌裟（ユタノしル、ク†＝コホ  

ルム、アセトン、「用紙）に溶麿Lた照j髪′5く）三ⅥL1む〉  

接されている水品振動子のれバを除j÷モノ、溶媒でセン  

サ素子1凍識通運H一）を洗った稜∴ センサ貢イ▲をこの膜  

物質溶液に浸Lて引 空㌫申でイパ幾溶掛ま蒸発  

ノ、 センサ素子東涯＝ニは葺膜Cつみが残るこノ コー ティ 

グ前後跡振動数変化の差を「胤㌦」としノて、膜厚の杵友  
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示すとおり、2．（仁3．㍗蠍和風度範［掛において、、1センサ  

の応答は、エタノ・一ル濃度に対する直線性が良いことを  
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当センサに求められる第エの条件は、ユタノール選択  

性が高いことである つまり、ユタノールに対Lて応答  
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訂量g窃塞が示すように、エタノール／水選択性（g／粁）と  

左他の間には、相関が見られなかった。  
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センサ膜物質の評価を、選択性（毘′′移り と検量線の傾  

き（友催）の二つの観点か仁）行った。選択性（釘粁）さ二っ  

いて最も高い選択性 は／粁）を示した膜ほ脂肪酸であっ  

た。▲方、検量線の傾き（女値）について最も高い成績  

を残した膜はイオン性液体であった。選択性（g／粁）と  

検量線の傾き（左値）の関係も調べたが、報関は見られ  

なかったご〕を値の熱力学的な意味については、現在検討  

中であるし 
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